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－ 陸上記録会・継走大会  下小魂でがんばる － 

９月３０日（水）は，市内６年生が中心となる水戸市小学校陸上記録会・水戸市小学校継走大会が行われまし

た。本校は，今年度 C ブロックということで，新荘小・常磐小・寿小・石川小・見川小・梅が丘小・笠原小・稲

荷一小・稲荷二小・大場小のグループになりました。２８日（月）の壮行会では，５年荻沼彩夏さん，川又千世

さんをはじめとする下級生からの熱い，熱い応援を受け，６年生は張り切って当日に臨みました。 

６年生２４名，当日会場で組んだ円陣からは「がんばるぞ！！」という力強いかけ声が上がり，うれしく思い

ました。少人数で４００メートルリレーや継走に挑まなければならないリスクはあったのですが，男女関係なく

応援する団結力の強さは，どこにも負けていなかったと思います。それぞれが，精一杯勝負に挑んだ貴重な１日

となりました。最後まで勝負をあきらめないこと，やり遂げる強い気持ち，毎日積み上げる練習の価値，仲間と

の友情の絆等々，学ぶことの多かった大会となりました。６年生にはぜひこの経験を，運動に限らず次の自分の

飛躍のために大事にしてほしいと願っています。 

 男子１００ｍ     第１位 人見 隼斗    １３秒９４ 

男子走り幅跳び   第７位 大和田 直樹    ３m５８cm 

第８位 石川 皓基        ３m５７cm 

女子走り高跳び   第５位 松浦 樹音     １m１０cm 

           

                         

９月２５日（金），５・６年生の水戸

まごころタイムは，大野みろく囃子を

昨年から６年生に教えてくださった大

野みろく囃子保存会の清水康昌さんへ

の感謝の集いと，５・６年生の間での

みろく囃子の引き継ぎ会を行いました。

春日様，香取様，鹿島様の三体の神様

の駄々をこねたような踊りと，笛や太鼓，鐘のお囃子には，五穀豊

穣，家内安全を願う下大野の人々の祈りや願いが息づいています。

清水さんの指導のもと，伝統を守ってきた６年生，ご苦労さまでした。５年生，これからは君たちの番です。

清水先生，いつまでも健康で，これからも子どもたちをよろしくお願いします。 



「茨城しぐさ」から学んだこと 

９月２５日（金），ＮＰＯ 

法人ひと・まちネットワーク 

から綿引均先生をお招きし 

て，「茨城しぐさ」の学習会 

が行われました。学んだのは， 

４年生です。茨城しぐさとは， 

「常に相手のことを考え，尊重する心」「お互いに思いや 

り，助け合い，一日一日大切に暮らすマナー」のことです。４年生 

学校では，まごころタイムや国語でも共に生きるという意味での 

福祉等について学んでいます。点字についてなども内容の 

濃い調べ学習をしています。ここで全部を紹介できないの 

は残念なのですが，茨城しぐさについてのすばらしい感想 

があるので，紹介したいと思います。 
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わたしが一番勉強になったことは「あり

がとう」の逆の言葉は「あたりまえ」で

す。この二つの言葉は，とても大事だと

思いました。あとは行動です。狭い道や

電車の中など高齢者の人がいたら，先に

通らせてあげたりゆずったりしてあげた

いです。これからは「おはよう」「こんに

ちは」「さようなら」などあいさつを、元

気に相手の目を見てしっかり行いたいと

思います。    ４年 髙橋 梨乃 

 

                                       その１ 

 夏休みに子どもたちから教えてもらった下大野小学校区のふるさと自慢を，少しずつ紹介したいと思います。ど

んなことがふるさと自慢として出てきたのでしょうか。私の知らなかったことも，たくさん出てきました。人気投

票をするわけではありませんが，多かったものから挙げると，次の通りです。 

 大串貝塚（31名），おいしいお米他生産物（28名），豊かな自然（22名），歴史や祭りに関すること（22名），田

んぼアート（19名），田園風景（16名），人に関すること（12名），その他･･･鹿島線の見える風景・うちの特定

犬・備前堀など用水路・川又ビオトープ・かかし・電車道・渋水の出た井戸・長福寺の鐘撞き堂･･･等々。 

 

子どもたちの心には，ここ下大野はどのように映っているのでしょうか。作文を書いてきた児童もいましたので 

順次紹介したいと思います。 

 

         私のふるさと                     6年 松浦 樹音 

 私の大好きなふるさとをご紹介します。私のふるさとには，大きな大きなダイダラボウ 

の像があります。昔は困っている人々を助けたらしいです。山を動かしていたそうです。 

足跡の池などもあります。鳥や虫などがいっぱい集まってくるのです。それにそれに，大 

昔の家や縄文人の像などがあるんです。 

 私のふるさとにはもう二ついいことがあります。それは田んぼがいっぱいあってお米が 

豊富なんです。緑や黄色などいろいろなお米の色がきれいなんです。普通の田んぼだけじゃないのが私のふるさと 

の田んぼです。田んぼアートというのがあります。色がカラフルできれいなんです。私のところは水戸市なので， 

みとちゃんや偕楽園などのアートを今年は稲の色でデザインしてやったのです。それに「みとみっぺ」等の文字も 

描いてあるのでとてもおもしろいと思います。まだ寄ったことのない人も，ぜひ遊びに来てください。 

 あともう一つは，おじいちゃんおばあちゃんがとても元気だということです。70 歳，80 歳の方が自転車を普通 

にスラスラと乗っているところが元気だなあと思います。おじいちゃんは１km ぐらいのところならスタスタと歩 

いてしまうんですから，私もあんなふうに元気に歩けたらいいです。優しい方ばかりで，ここに生まれてよかった 

です。おちつくところです。 

 


